


上は組成のみならず、温度や圧力を安定させ敧 掾く゚



の熱源がなく、内箱周囲から伝熱された熱を緩やかな

風で循環しており、温度変動が抑えられているためで

ある。同じ理由で、温度分布の大きさも0.6℃から

0.05℃に改善されていることを確認した。また、環境

温度を5℃変化させた場合、現行機ではカラム付近の



を図４、図５に示す。他にも、これまでの実績から使

用例の多い溶媒やカラム系で測定を行い、GPCシス

テムとしての適性を確認した。

５．ま と め

2007年9月発売のHLC－8320GPCは、優れた安定性

と再現性が得られるGPCシステムである。同時に販

売するカラムや標準試料キットと併せて、国内ユーザ

の新しいニーズに応えるとともに、海外市場進出への

フラッグシップとなることが期待される。
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図４　測定例１


